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養殖場由来 vabrio　sp ．が保有する伝達性多剤耐性 プラス ミ ドの 受容菌染色体へ の組み込み機構
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　 【背景 ・目的】　 細菌間に おけ る耐性 遺伝子伝達機構の 解明は、抗菌薬を使用 す る様々な現場における耐

性菌出現 ・拡大 の 機構 を理解 する上 で 必要不可欠で ある。本研究で は養殖場か ら分離 された多剤耐性菌が保

有する伝達性プラ ス ミ ドの うち 、 受容菌の染色体に組み込まれるタイプ に 着目し、 そ の 詳細な機構を明 らか

に する こ とを目的とした 。

　 【方法】　 養殖場底泥よ り分離 した Vibrio　sp．04Ya　108および大腸菌 W3110 株を用い て接合伝達実験 を行

い
、 得られた接合体TJ　108WO の 全塩基配列 を454　GS　FLX＋ を用 い て決定 しVibrio　sp ．04Ya 　108 か ら大腸菌へ 伝

達 している全遺伝情報を明らかに した。また複数の 接合体に つ いて、大腸 菌染色体上に おけるプラス ミ ド挿

入部位を明 らかに した。

　結果 ・考察】　 Vibrio　sp．04Ya108 が保有して い たプラ ス ミ ドは約330kbであ り、
　tvpe　IV　secretion 関連遺伝

子お よび 7つ の 薬剤耐性遺伝子 を コ
ー

ドしていた。接合体の 染色体上で はイ ン テ グラーゼ遺伝 子を含む 13kb

の領域が少な くとも 2 コ ピー存在 し、 その 間 にプラス ミ ドゲノ ム が組み 込まれ て い た 。 こ の Vibrio株由来の領

域の組み込み の 機構と して 、伝達 され たプラ ス ミ ドか らまずイン テ グラ
ーゼ をコ

ードす る 13kbの 領域が切 り

出されて、大腸菌染色体へ 組み込まれ た後 、 こ の転移領域と別 コ ピーの プ ラス ミ ド上 の t3kbの 領域との相同

組換えが生じ る こ とで プラ ス ミ ド全 長が染色体へ 取 り込 まれ る2段階モ デル が考え られた 。
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　 【緒論】河川等の 水圏環境は抗菌性物質を含む排水 に曝露 され てお り、薬剤耐性菌や耐性遺伝子が選択 ・

維持 されやすい条件にある。また、熱帯ア ジ ア で は洪水等 によ る水圏環境の 撹乱も生 じやす く、 水系細菌と

病原性細菌との 接触の 機会が多い こ とが予想 される 。 そ こで、異なる水圏環境に おける細菌の 薬剤耐性 状況

を明らかにする とともに、水圏環境の 耐性菌の 存在 が医療上 の リス クになるかを評価するた め 、 複数 の 河

川から細菌を分離 し、その 性状を調査 した 。　【方法】タイ、バ ン コ ク市内の チ ャ オプラヤ川 （7地点）、 市

内の運 河 （5地点）及びバ ン コ ク郊外の ターチ ン 川 （3地点）で採取 した 水か らDHL培 地 を用 い て 細菌を分離

し、抗菌薬感受性試験お よび耐性遺伝子 の 検 出を行 っ た。水系細菌が起源 とされ るプラス ミ ド性 キ ノ ロ ン 耐

性遺伝子のqnrVC4を保有する株に つ い て は 、 大腸 菌へ の接合伝達試験を実施 した。　【結果及び考察】合計68

株の細菌が分離 された（Escherich’a 　coli　2株、　Enterobacter　spp ．2株、　Pant。ea　sp ．1株 、　Aeromonas　spp ．63株）。 チ ャ

オプラヤ川由来の 38株は他の 30株 と比 べ て テ トラサイ ク リン （TC）耐性率およびTC耐性遺伝子保有率が有意

に高か っ た。これは本河川が他の水系に比 べ て 流域が広 く、
TC 等の抗菌性物質を含ん だ排水 の 流入す る機会

が多 い こ とによるも の と考え ら れた。qnrVC4はAeromonas　1株か ら検出され、こ の プ ラス ミ ドが3．5× 1σ 7
の頻

度で 大腸菌に伝達してキノ ロ ン 感受性を低下させたこ とから、水系細菌がもつ 耐性遺伝子が病原菌へ と伝達

す る可能性が示 された。
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